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地下鉄「谷町六丁目駅」７号出口から徒歩５分ほど■主 催：大阪ガスエネルギー・文化研究所（CEL）  企 画：U-CoRo プロジェクト・ワーキング

◎参加申込：参加者名・所属・連絡先を書いて、
                 FAX.06 - 6205 -3512（CEL弘本）へお申込みくださるか、
                 https://www.sumai-machi-net.com/event/portal/event/33237の
　　　　　  申込フォームをご利用ください。
◎定 　 員：50名程度　※参加無料　◎問 合 先：CEL弘本（電話06 - 6205 -3518）まで　

■開催日時：2018年9月8日（土）14：00～17：00頃　
■会　　場：大阪ガス実験集合住宅NEXT21 ホール　
            　　大阪市天王寺区清水谷町６－16
■プログラム（案）：　　
　14：00～14：15＝開会　ご挨拶・趣旨説明（汁講についてなど）
　14：00～14：45＝亭主役及びゲストのみなさまの自己紹介
　14：45～16：15＝リレートーク （亭主による暁鐘成の人物像と、鐘成をめぐる人とまちの関係性、都市文

化の読み解きに続き、ゲストそれぞれの立ち位置から、大阪と上町台地の「食」（名所・名
物）を通した人の交わり・文化のあり様についてコメント、その真髄とは何かに迫ります）。

　16：15～17：00＝クロストーク  （ご来場のみなさまを交え、鐘成のDNAを受け継ぎ、「台地」と「食」が
結ぶ大阪の高低・聖俗交わりの風土の再起動に向けて、知の交換・共有の場とします）。
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http://www.og-cel.jp/project/ucoro/index.html

企画・編集：U-CoRoプロジェクト・ワーキング　　発行：大阪ガス エネルギー・文化研究所（CEL）　

問合せ先：tel.06-6205-3518（担当：CEL弘本）※U-CoRo=ゆーころ（上町台地コミュニケーション・ルーム）

U-CoRo  STEP 

1
　わたしたちが暮らす“上町台地”。古代から今日まで絶えることなく、人々

の営みが刻まれています。天災や政変や戦災も、著しい都市化も経験しまし

た。時をさかのぼってみると、まちと暮らしの骨格が浮かび上がってきます。

自然の恵みとリスクのとらえ方、人とまちの交わり方、次世代への伝え方…。

過去と現在を行き来しながら、未来を考えるきっかけに、U-CoRoプロジェ

クト第2ステップでは、壁新聞「上町台地  今昔タイムズ」を制作いたします。

「上町台地 今昔タイムズ」とは

●は

このあたりに　　鐘成の　　美可利家

このあたりに　　鐘成の　　美可利家●
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幕
末
・
大
坂
に
稀
代
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
い
ま
し
た
。そ
の
名
を
、暁
鐘
成

（
あ
か
つ
き
か
ね
な
り
）と
号
し
、縦
横
無
尽
の
知
と
鋭
い
感
性
で
な
に
わ

の
地
理
・
歴
史
・
風
俗
を
記
録
。不
朽
の
名
所
案
内
記『
浪
華
の
賑
ひ
』や

『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』を
著
し
ま
し
た
。大
の
食
通
で
も
あ
っ
た
鐘
成
が
、

五
感
六
感
、五
臓
六
腑
で
捉
え
た
上
町
台
地
の
味
は
ま
た
格
別
。高
き
も

低
き
も
と
も
に
興
じ
、聖
も
俗
も
と
も
に
食
ら
う
。各
地
か
ら
人
々
が
訪

れ
る
ま
ち
・
大
坂
を
一
望
に
眼
中
に
収
め
、名
物
の
食
を
通
し
て
こ
の
地

と
交
わ
り
を
結
ぶ
。そ
れ
は
、今
に
通
じ
る
、訪
れ
る
旅
人
の
作
法
・
受
け

入
れ
る
ま
ち
の
作
法
で
も
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。
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和国第一品の豆腐に餡かけ豆腐料理を集めた『豆腐百珍』は天明2（1782）年に大坂で出された書。その第六番が「高津湯とうふ」で、豆腐を湯で煮て餡かけをした。国立国会図書館デジタルコレクションより

この「浪華名所獨案内」は暁鐘成図の幕末・大坂の観光ガイドマップ（同形式の地図で友鳴松旭図のものもある）大阪市立図書館デジタルアーカイブより

暁鐘成図の「浪華名所獨案内」（上町台地周辺で切抜き、赤丸付加）大阪市立図書館デジタルアーカイブより

江戸時代には、庚申の日に求めた昆布を小さく切り、毎日食するとよいともと言われた。写真は門前のお店で、今も庚申昆布の名で売られている塩昆布。

『摂津名所図会大成』の挿絵では、武士や町人、老若男女が同じ店でにぎやかに湯豆腐を食べている。奥の座敷ごしに海までが見通せる眺望の良さも喜ばれた。

◀ 『浪華の賑ひ』（安政2・1855年、松川半山
画）は暁鐘成が著した大坂名所案内記
大阪市立図書館デジタルアーカイブより

 暁鐘成の『摂津名所図会大成』（松川半山・浦川
公佐画）は安政2（1855）年頃の著で、未刊行だっ
たが、昭和２（1927）年『浪速叢書』に収められた ▼

稀
代
の
な
に
わ
名
所
案
内
人

暁
鐘
成
と
再
び
め
ぐ
る

上
町
台
地  

食
が
結
ぶ

高
低
・
聖
俗
交
わ
り
の
風
土

稀
代
の
な
に
わ
名
所
案
内
人

暁
鐘
成
と
再
び
め
ぐ
る

上
町
台
地  

食
が
結
ぶ

高
低
・
聖
俗
交
わ
り
の
風
土

庚申昆布
無病息災などを願いながら北を向いて、黙って食べると願いが叶うと言われた。今も庚申の日には境内に店が出る。

庚申菎蒻

「吉總」（中央区谷町九）で出されている
名物メニュー「高津の湯豆腐」

蓮池周辺は賑わいも目覚ましく　江戸時代、生國魂神社（生玉さん）の門前には、見世物小屋

や茶店などが軒を連ね、その賑わいは目覚ましいものでした。名物

の豆腐田楽を食べることも参詣者や遊客の大きな楽しみ。門前の

池は蓮花の名所で、近くの茶店で出された蓮飯（荷葉飯）も評判

だったそうです。『大阪ことば事典』（牧村史陽）によると、この蓮

飯は、蓮の若葉を蒸して細かく刻み、塩に和して飯に交えたもの。

生玉表門前には、こうした茶店が明治の中期まであったそうです。

生玉さんの田楽と蓮飯
でんがく はすめし

▲

『摂津名所図会大成』に描かれた高津の湯豆腐屋店内

暁鐘成による名所案内『浪華の賑ひ』と『摂津名所図
会大成』、案内地図『浪華名所獨案内』の三点携えて、
今に通じる上町台地・食の道行に参りまひょ、参りまひょ。
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庶民が集い願いを込めて食した　江戸時代、60日に一度の庚申の夜は、人が眠ると身中
の虫が天に登り、その人の過ちを天帝に伝えるので命が縮
まるという俗諺があり、多くの人は眠らず夜を過ごしたそうで
す。その当時、庚申の日には四天王寺庚申堂に参詣者が群
れをなして訪れました。厄除開運の庚申昆布や菎蒻を売る
店が並び大繁盛だったと『守貞謾稿』※にも記されています。

庚申昆布と菎蒻
こうしん こんぶ こんにゃく

高津といえど、豆腐の値は低き　江戸時代、高津宮境内に並ぶ店で出され
る湯豆腐は大坂名物として世に名高きものでし
た。『豆腐百珍』によると、境内には湯豆腐屋
が3、4軒並んでいて、豆腐屋も門前にあり、「和
国第一品の妙製」だったそうです。『浪華の賑
ひ』には「高津といへど豆腐のあたひ至ってひく
し」とあり、庶民にも手が届いた名品。近代でも、
織田作之助の『夫婦善哉』で柳吉が蝶子を
連れて巡った食べ物屋の最初に挙げられるほ
どで、長く大阪の人に親しまれた味でした。

高津の湯豆腐

※喜田川守貞が著した『守貞謾稿』（もりさだまんこう）は、江戸・京都・大坂の三都の風俗や事物を説明した書。天保8（1837）年起稿で、約30年間書き続けられたという。

　当店の創業の地は日本橋ですが、百年ほど前
に庚申堂の東門前に移ってきました●は。昔は、
庚申参りはたいそうな人出で、露店や門前の昆

布屋は大賑わいでした。庚申参りに来て、
開運・厄除けの庚申昆布を食べ、またお
参りに来られない人に持ち帰ったそうで
す。この庚申昆布を扱うお店も、今は当
店のみになっています。実は、先代だっ
た祖父が他界した際、この店も一度店を閉めています。しかし、伝統の灯をつないでほしいという多くの方の声を力に、4年前に再開にこぎつけました。

私の思い今につながり、求められる庚申昆布
 梅須磨裕藏さん（庚申昆布梅須磨商店店主）

　高津宮の名物といえば、昔は眺めの良さと湯
豆腐●い。大坂の人も遠方からの旅人も、貴賤を
問わず集まった場所でした。伝統は今も受けつ
がれ、数年前から始めた「とこしえ秋祭り」は、「芸
術・芸能・食」を通した人々 の交流の機会となって
います。地域の企業やお店に協力いただき、新
しい氏子菓子もつくられました。高津湯豆腐の
再現にも、当神社近くの酒食店にご協
力をいただいているほか、毎年1月のとんど祭ではグルメ屋台の数々が人気を呼んでいます。

私の思い今も昔も、食を介した交流の場として
                        小谷真功さん（高津宮宮司）

『豆腐百珍』挿絵の豆腐田楽づくり
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幕末・大坂を舞台に活躍した博覧強記の絵師・戯作者暁 鐘成（あかつき かねなり、1793-1861）幕末の頃、大坂で人気を博した絵師・戯作者。
右図の名所案内や名所図会作家として著名
ですが、博覧強記で知られ、挿絵入りの算術
書や犬の飼育法を説いた実用書も書けば、近
世大坂を代表する博学多芸の文人・木村蒹
葭堂の随想録の編集も手がけています。大坂・京町堀の醤油醸造業和泉屋に生まれ、
食と商いにも通じ、創作のかたわら心斎橋博労
町に各地の名所になぞらえた味噌や菓子など
を扱う名物屋「鹿廼家」を営みました。天保の
改革で店を取り壊されて後も、天王寺にサロン
のような茶店「美可利家」を開き、さらに難波瑞
竜寺前に転居。数 の々ユニークな号を名乗り、
味噌汁坊一禅の号で「豆茶屋」を経営したこと
も。学者であり、芸術家であり、商人であり、プ
ロデューサーであった、大坂が誇る才人です。

切り抜き人物図は『摂津名所図会大成』より

にぎわ

ひとり

ひとり

「上町台地 今昔タイムズ」第10号

フォーラム会場地図
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会
合
の
図
」。月
ご
と
に
風
雅
な
る
友
が
集
い「
汁
講
」な
る
も
の
を

開
催
し
、世
の
中
の
こ
と
を
語
り
合
っ
た
と
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
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回
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
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魅
力
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富
ん
だ
知
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み
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現
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汁
講
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し
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復
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催
し
、亭
主
役
及
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ゲ
ス
ト
の
方
々
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リ
レ
ー
ト
ー
ク
と
ご
来
場

の
み
な
さ
ま
を
交
え
た
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
か
ら
、「
台
地
」と「
食
」が
結
ぶ
大
阪

な
ら
で
は
の
交
わ
り
の
風
土
・
都
市
文
化
の
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髄
に
迫
り
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起
動
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向
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た
知
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換
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共
有
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場
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町
台
地
・
今
昔
タ
イ
ム
ズ
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ッ
ク
ナ
ン
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ー
や
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ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
歩
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ー

ム
ペ
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E
L
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ー
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o
R
o
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検
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つ
き
の
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摂
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│
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こ
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ワ
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ほ
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と
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鶴
亀
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古
川
武
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に
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も
ん
探
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隊
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・
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調
査
員
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（
順
不
同
、
敬
称
略
）


